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ヒ トの ス ケジ ュ
ー

ル パ フ ォ
ー

マ ン ス にお ける個人差

　　　　　　　　　　DRL の 場合

　　　　　松崎美沙都 ・深沢綾美 ・佐藤方哉

　　　　　　　　　（帝京大学文学部）

　　　　　　 キーワー
ド ：DRL ・NEO ・

人格

目的 ：DRL の ス ケジ ュ
ー一ル パ フ ォ

ー
マ ン ス にお ける

個人差を うむ要因を分析する。

方法 ： 28 名 の 大学生 を対象 とし て、各 コ ン ポー
ネン

トは 5 分 の 皿ix　 DRL1” DRL2” DRL4”DRL8”DRL16
”

DRL32
”

を 30 分間行 う。 強化 は得点 （1 強化 あた り

10 点）で 、 実験終了後それに応 じタン ジブル な好子

（駄菓子 ）を与える 。 各対象者に実験終了後 日本語

版 N．E〔｝
−P1−R を施行す る。

結果 ：DRL1”

で の 1強化は 1点、　 DRL2”で の 1強化

は 2 点、 DRL4”で の 1 強化は 4 点、　 DRL8”で の 1

強化は 8 点、DRL16”で の 1 強化は 16点 、
　DRL32”

で

の 1 強化 は 32 点 として DRLパ フ ォ
ー

マ ン ス の 得点を

求めると、最低点 0 、最高点 924、平均値 476．　1、中

央値 591．5、標準偏差 334．1 であ っ た。

IXEOの 5 次元の得点と DRL 得点との 間には、± 0。4

以上 の 相関係数の 得 られた もの はなか っ た。各下位

次元 の 得点 と DRL得点の 間には、外向性 ：群居 性の

得点 と DRL得点との 問で は
一
〇．40。開放性 ：価値 の 得

点 とDRL得点 との 間では 0．40の 相関係数が得 られ た。

また、外向性 ； 刺激希求性 の 得 点と DRL得点 との 間

に は相関係数は一〇，15で あ っ たが、DRL得点が 25 パ

ーセ ン タイ ル 以下で ある 8名 とDRL得点が 75パ ーセ

ン タイ ル 以 上 で ある 8 名 との 刺激希求性得点を U 検

定で比較する と 、 DRL得点の 高い者は刺激希求性得

点が低く DRL得点の低い 者は刺激希求性得、点が高い

とい う差が 5 ％水準で認め られた。

考察 ：外向性 ：群居駐の得点の高い者は大勢 の 人 と

一
緒にい るの が好きな性格の持ち主で、開放 腔 ：価

値の得点の 高い 者は
一

つ の価値体系に固執せず多様

な価値体系を認 めることの 出来る性格の持ち主であ

る 。 また 、 外向性 ：刺激希求性の 得点高い 者は刺激

が欲 しくてた ま らな い こ とがよくあるとい っ た性格

の持ち主で ある 。

したが っ て、上記 の結果か らは 、孤高を愛し、しか

し偏狭に陥るこ となく多様な価値を認 める こ との で

きる人 々 が、今回用い たプ ロ グ レ シ ヴ DRL ともよぶ

べ き混合 ス ケ ジ ュ
ール に適応する傾 向がある とい う

こ とに なる 。

行動分析学の 立場か らは 、 人格特腔は行動の 原 因で

はなく、共通の制御変数に舗御 され て い る行動の ク

ラス タ
ー

とみ な され る。 人格 と行動 との 関係は気候

と天候 との 関係 に比すこ とが で きる とは エ ド・モ リ

ス の 名言で ある 。 人格を規定する制御変数の 同定が

行動分析学にお ける人格研究 の課題で ろ う。 したが

っ て 、各特性 の 主要な制御変数は 何 かの 分析が今後

なされねばな らない。

図 l　 DRL　3＃点　924 （最高点）の被験者の 累積記録
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　　　　　　　　　　　図 2　 D肌 得点 589の被験者の累積記録

　　　　　　　　　　　　　　　外向性 ：群居性 （r＝ −O．40）
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　　　　　　　　　　　　図 3　群居性得点と DRL得点と の 相関

　　　　　　　　　　　　　　　　　開放 性 ：価値 （r＝ 0，40）
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図 4　価値得点 と DRL得点 との 相関
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